
成美保育園

令和7年度 1 歳児クラス No.1 6. 活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり

１．活動のテーマ

2．テーマの設定理由

3．活動スケジュール

5．活動の内容 7．振り返り(振り返りによって得た先生の気付き)
保育園に慣れ戸外へ出かけることが多くなり、周りの様子に気が付き身近な自然物

を見つけては指さして保育者に知らせてくれる。自ら触れに行く子や、保育者の手

のひらにのせて見せると少し怖がりながらも、気になるのか不思議そうによく見て

いる。無理強いすることなく個々の反応を見ながら声掛けしている。

4月～６月

公園で虫や植物を探して観察したり、触れたりする。

公園へ出掛け、季節の虫や植物を観察できるように戸外遊びの日を多めに設

定する。

とうきょう すくわくプログラム活動報告書

【アリ】

・公園の広場でアリの巣を見つけ

て、不思議そうな顔をしてみてい

る。             ・

指をさし「あー、あー」と言って保

育者に知らせている。

・アリを捕まえたが逃げてしまう

と、目で追っている。

・アリを怖がることなく触ってい

る。

【タンポポ】

・木の根の近くで遊んでいて、タン

ポポを見つけて喜んでいる。

・タンポポの花びらを触って揺れる

のに興味を持ちじっと見ている。

写真スペース

※2枚以上

自然(虫・植物)

戸外遊びの際に虫や植物を探して興味を示していたため。

4．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

４．5月…慣らし保育中、泣いている子もいるので、気分転換も兼ねて積

極的に公園へ出かける。

6月…公園で見つけた虫や植物に、触れたり観察して探索してみる。



成美保育園

令和7年度 1 歳児クラス No.2 6. 活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり

１．活動のテーマ

2．テーマの設定理由

3．活動スケジュール

5．活動の内容 7．振り返り(振り返りによって得た先生の気付き)
９月から１２月…散歩や戸外遊びの帰りなどに近隣の畑を見たり身近な植物

に触れる。給食などに出てくる野菜を調理済みではない形で見せ、興味関心

を持たせる。

散歩で身近な自然の中で近くの畑があり季節が変わるごとに畑に実る野菜などの自

然物を見て植物に触れることが出来た。いつも通っている散歩道の近くの畑の変化

に気付き指差しをして知らせてくれて、畑の様子に目が向き活動出来ている。言葉

数が増えていく中で身近な植物の名前を自分で言ったり、保育者の真似をして言う

姿が見られた。

とうきょう すくわくプログラム活動報告書

【畑の野菜】

・宮前公園の近くの畑で野菜を見ている(⾧

ネギ、大根、レタスなど)土に埋まっている

ので、よく解っていないようではあったが

保育者が指さして伝えると、子どもたちは

よく見ていた。野菜の名前を教えると真似

して言う事があった。

【ミカンの木】

・給食で出てくる身近な食材なので、ミカ

ンを遠くの方から見つけて「ミカン！」と

食べたことがある食べ物だと理解し言って

いる姿がある。近くに行って見ていると、

嬉しそうによく見ている。

自然(野菜・果物)

散歩の際に近隣の畑の野菜や果物を見る機会が多かったため。

9月～１２月

散歩で畑の野菜や果物の木等を探して観察したり触れたリする。

4．活動のために準備した素材や道具、環境の設定
給食に使われる野菜や果物に興味が持てるよう、散歩に出掛け、畑の観察を

する。



成美保育園

令和7年度 1 歳児クラス No.3 6. 活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり

１．活動のテーマ

2．テーマの設定理由

3．活動スケジュール

5．活動の内容 7．振り返り(振り返りによって得た先生の気付き)
1月から3月…戸外散歩に出かけた時に近くの梅林を見たり、雪が降った次

の日に園のテラスや園前に出て、雪に触れる。

初めて見る雪に、子どもたちは不思議そうに見ている。どうしていいのか解からない様子で

じっと見ていたので、怖がることのないように無理強いはせず、保育者が先に触れて見せ安全

なことを知らせている。側で遊びを見守りつつ、口に運ぶ事のないように見ている。色や形、

大きさにも理解が出てきたようで保育者や友だちと言ったりしていた。子どもたちが触れて見

たいと思える気持ちを大切にしながら、遊び方も触れる楽しさを大事にして、自由に遊べるよ

うにし、楽しく雪に触れることが出来て良かった。

とうきょう すくわくプログラム活動報告書

【雪】

・園の花壇の所に雪が降り積もっているのを

見たり、触れたりしている。

・不思議そうに見ているが、初めて見る雪で

自分からは触れようとしない子もいる。

・保育者が触れて「冷たいよー」「触ってみ

る？」と声掛けすると雪の側まで来てゆっく

りと触れている。

・小さく雪を丸めた物を重ねて雪だるまを作

り「雪だるまだよ」と伝えると、嬉しそうに

見て触れている。

【梅】

・園周辺散歩で通る近隣の梅林に梅の花が咲

いているのに気付きよく見ている。

・保育者が「梅の花が咲いているよ」と知ら

せると「うめ」と真似して答えている。

・指差して「なに？」「はな」と興味を持ち

ながら見ている。

写真スペース

※2枚以上

自然(雪・梅)

雪・梅の花に触れ、季節の移り変わりを感じられるようにするため。

1月～３月

季節の移り変わりに、身近な自然に興味をもちながら戸外散歩に出かける。

雪の冷たさに驚きながらも繰り返し触れたりする。

梅の花を観察する。

4．活動のために準備した素材や道具、環境の設定
この時期ならではの自然物(雪・氷・霜)や植物を観察したり触れたりできる

ように環境を選ぶ。


